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論文内容の要旨

A(エ)ーハイパー核の研究は (K- ， π:1::)反応による実験情報の提供が行なわれる様になった 1970

年代後半以降大きな展開をみせた。このうち 軽いハイパー核の構造の理論的分析は1970年代初頭から

Da 1 i tz や Gal 等により殻模型に基づいて系統的に行なわれている。一方，通常の軽い核においてはク

ラスター構造が重要な側面を形成している事が知られているので，この領域におけるハイパー核の構造

研究においてもクラスター描像を取り入れた分析が必要不可欠である。乙の立場から，坂東・池田・元

場等により 1980年代初頭から軽い p ー殻ハイパー核の微視的クラスター模型に基づく構造分析が結合状

態近似の下で系統的に行なわれ 既存の実験データとかなり良い対応が得られている。本論文は乙の微

視的クラスター模型による軽いハイパー核の研究をさらに進展させるため，以下の 2 つの目的に基づい

て行なわれた研究をまとめたものである: 1 つは軽い p ー殻ハイパー核の共鳴状態の性質を散乱問題を

解く事により調べ さらにハイパー核の生成過程である (K- ， π一)反応の断面積を定量的に分析し，

乙の反応で得られているピークの位置及び巾のメカニズムを明らかにする事，もう 1 つは微視的クラス

ター模型をより重い p 殻及び sd殻ハイパー核に適用して，乙の領域のハイパー核の特徴を明らかにする

事である。

第 1 の目的に対しては軽い p-殻ハイパー核の代表例として ;Beを取り上げ lBe の L 1tニ 1 -共鳴状

態のエネルギー及び巾を評価するため，低エネルギー領域において開いている XHe +α ， A+ 8Be (0+) , 

A+8Be(2+) の 3 つのチャネルを結合させて散乱問題を解いた。さらに，外向き波境界条件の下で乙れ

ら 3 つの粒子崩壊チャネノレを結合して得られる ÃBe の連続状態の波動関数を用いて， 9Be (K-，n:-)"性

の反応の断面積を定量的に分析し 実験データと比較・検討を行なった。これらの分析から (K- ， π一)
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反応実験で得られている第 2 番目のピーク (E 八:::，，: 6. 3 Me V, r = 7 '"'"' 8 Me V) は Lπ ニ 1 2 状態に対

応し， ピークの位置及び巾とも実験データとかなり良い一致が得られた。今まで疑問とされていた乙のピ

ークの位置及び巾のメカニズムを定量的に理解する事ができた。また， L π1 ï 状態に対応するピーク

のエネノレギー及び巾を予想し，今のところ種々の条件lとより実験では発見されていないが，将来 9Be

(K- ， π 一 α) え He 反応実験が行なわれるなら発見される可能性がある。

第 2 の目的に対しては重い p-殻及び sdー殻ハイパー核の代表例としてズC及び lNe の構造がそれ

ぞれ微視的クラスター模型 3α +A及びα+16 0 + A により分析された。エネルギースペクトラム， B 

(E 2) 値及び平均自乗半径等が計算され，得られた多くの状態は各々の持つ内部構造に基づいていく

つかの回転帯に分類する事ができた。今までの軽い p-殻ハイパー核の構造研究において得られている

多くの興味ある側面以外に，乙れら重いハイパー核特有の側面が数多く得られた。例えば，三C では

3α 部分の持つ 2 つの』性質の異なる構造(殻模型的構造及び発達した 3α クラスター構造)と A粒子の

1 粒子運動とが結合して全体として様々な結合様式が出現した。また~ ~1Neで、は A粒子が加わる事 lとよ

り α+ 16 0部分の正・負パリティ状態が結合(パリティ結合)し，これが :;{Ne の固有状態の性質に大

きな影響を与えている事などである。これらの研究を通して重い p-殻及び sd-殻ハイパー核の興味あ

る特徴が数多く明らかになった。

論文の審査結果の要旨

本論文は軽いハイパー核の構造と反応を核の微視的クラスター模型を用いて論じたものである。ハイ

パー核は物質の新しい形態であり，興味深い多くの問題を内蔵していると思われるが，その性質はまだ

十分に明らかにはされていない。

本論文は 2 つの部分より成る。 l つは 9Be (K二 π 一) ÄBe反応における共鳴現象を取扱ったものであ

り，もう 1 つは官 C ， ~Ne の構造を論じたものである。軽い核は殻模型で記述されることが多いが，同

時にまたクラスター構造を示す乙とが知られており，とくに Be ， C, 0 , Ne 等はそれが顕著である。こ

れらの核の性質は微視的クラスター模型によりよく説明されるので，著者はこの処方を軽いハイパー核

に適用してその性質を調べている。 Ã Be はこれまでも α+α +A というクラスター模型で調べられてい

るがそれはし 1わゆる束縛状態近似 (B S A) でなされており，連続エネルギー状態を正しく取扱ったも

のではなかった。著者はまずいくつかのチャネルを考慮に入れた散乱状態を解いて共鳴エネノレギーとそ

の幅を求め，これと BSAで得られる結果との対応を示した。次に著者は 9 Be (K-， π 一 ) X Be反応の π 一

スペクトルに見られる顕著なピークとその幅を上記の共鳴状態で説明するため，連続エネノレギー状態の

;l Be の波動関数を求め，乙れを用いて上記反応の断面積を計算し実験との良い一致を得た。これによ

りこれまで不明であったピークの位置と幅の出現機構が明らかとなった。

論文の後半で著者は p-:-殻および sd -殻の代表的ハイパー核である官 C ，ま Ne の構造を微視的クラ

スター模型 (3α +A ， α + 16 0+A) を用いて解析している。エネルギースペクトノレ， B (E 2 )値等
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が計算され，得られた状態は内部構造に基いていくつかの回転帯に分類された。乙の際， A粒子が核子

の Pauli禁止則と抵触しないことから生ずるハイパー核特有の状態の出現， A粒子の添加によるクラス

ター構造の安定化など興味ある結果が得られている。

これらの結果はハイパー核研究に新しい多くの知見を与え，今後の研究に有益な指針を与えるもので

ある。よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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